
R7-8 

1 

 

令和７年度第１回焼津市立小学校及び中学校通学区域審議会 会議録 

 

 

１ 日 時  令和７年７月 31日（木） 15時 30分～16時 09分 

 

２ 場 所  焼津市役所本庁舎１階会議室１Ｂ 

 

３ 出席者（15人） 

(１) 審議会委員   

藁科篤史会長、前島政次郎副会長、鈴木学委員、水野建委員、増田善一委員、 

武藤裕子委員、鷲野誠委員、大場光雄委員、渡邉徹委員、本間布美子委員 

(２) 事務局 

   羽田明夫教育長、杉山佳丈教育部長、長谷川貴紀教育総務課長、 

福田陽子学校教育課長、大石みゆき主席指導主事、髙井祐介主査 

(３) 傍聴者   

なし 

 

４ 協議事項 

(１) 児童生徒数の推移・比較について 

 

５ 結果及び確認事項等  

(１) 児童生徒数の推移・比較について 

 小中学校とも全体的に学級数が減少の方向にある 

 

６ 議事 

＜藁科会長＞ 

それでは議長の職を務めさせていただきます。 

また、議事録署名人は、増田委員と武藤委員にお願いいたします。 

議事がスムーズに進行しますよう委員の皆様にはご協力をお願いいたします。 

なお本日は、委員の過半数が出席していますので、本審議会は成立しています。 

それでは、次第に従い協議事項１の「児童生徒数の推移・比較について」を議題とし

ます。事務局からの説明をお願いします。 

 

【協議事項第１号】 

＜学校教育課長＞ 

・小中学校の児童生徒数及び学級数の推移の求め方の説明 

・各小学校区の 0歳～11歳の人数の報告 

・各小学校の令和７年度～令和 13年度の学級数の予測値の報告 

・各中学校区の 0歳～14歳の人数の報告 

・各中学校の令和７年度～令和 19年度の学級数の予測値の報告 
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＜藁科会長＞ 

ただいま、「児童生徒数の推移・比較について」説明がありましたが、質問を含めご

意見はありますか。 

 

＜渡邉委員＞ 

児童生徒数の減少に伴い、空き教室もかなりの数が出てくると思われるが、活用方針

などはあるか。 

 

＜事務局＞  

これまで、本市では特定の学校にのみ特別支援学級を設置する「拠点校方式」を取っ

ていたが、特別支援学級の需要が徐々に増えてきていることから、ほかの学校でも特別

支援学級を開設する動きがあり、開設する際には、各学校の空き教室を活用している。 

 

＜渡邉委員＞ 

 有効活用の一つの方策として地域に開放することも考えられると思うが、どうか。 

 

＜事務局＞ 

 現在の和田地域交流センターを建て替える際、ほぼ使われていなかった和田小学校の

南側校舎を合築・活用した事例もある。そのほか、コミュニティスクールも活動が活発

化してきていることから、地域の方の話し合いの場として教室を提供している学校もあ

ると思われる。 

 

＜渡邉委員＞ 

 地域と子どもが気軽に交流できる場として使えればと良いと思う。 

 

＜前島副会長＞ 

 将来的な学校の統合は考えているか。 

 

＜事務局＞ 

本市においては、児童生徒数は減少傾向にあるものの、当面は統合を検討するほど規

模の小さくなる学校はないと考える。なお、２学年合わせて 15 人以下の場合、２学年

を１つの教室、１人の担任とする「複式学級」を編成することになるが、そうした状況

にある自治体が統合を検討していることは承知している。 

 

＜大場委員＞ 

 地域クラブ活動への移行のほか、近年ではメンバーが足りず、他校と合同チームを組

んで試合を行うことがあり、学校代表としての側面が薄れてきている。児童生徒数の減

少による課題であると感じているが、何か方策はあるか。 
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＜事務局＞ 

児童生徒数の減少による課題は多々あると思うが、児童生徒一人ひとりの健全育成の

ため、どのようなやり方が良いのか考えながら、今後もさまざまな事業を進めていきた

い。 

 

＜前島副会長＞ 

 港小学校のプールが現状使用されておらず、バスで青峯プールまで移動して授業を行

っていると聞く。学校プールの今後の活用計画はあるか。 

 

＜事務局＞ 

今のところ具体的な方向性は出ていないが、いつまでも放っておける問題ではないの

で、教育委員会として早急に方針を出していきたいと考えている。 

 

＜藁科会長＞ 

 児童生徒数や学級数の減少に伴い、教員数の減少も心配される。教員の定数増につい

ては今後も働きかけをし、多くの先生によって子どもを見守れるような体制ができると

良いと考える。 

 

＜藁科会長＞ 

ほかに無いようですので、進行を司会者にお返しします。 

 

＜事務局＞ 

 藁科会長、ありがとうございました。 

次回は、２月５日を予定していますが、協議事項がない場合は開催しません。開催す

る場合は、改めて通知を差し上げますので、ご承知おきください。 

 委員の皆様、他に何かありますか。 

 

（なし） 

  

以上をもちまして「令和７年度第１回焼津市立小学校及び中学校通学区域審議会」を

閉会いたします。委員の皆様ありがとうございました。 

 


